
Ⅱ．総合評価  

参照に挙げた資料を用いて農薬「トルフェンピラド」の食品健康影響評価を実施した。  

ラットを用いた動物体内運命試験において、 単回投与後の全血中濃度は低用量群の雄   

で2時間後、雌で4～6時間後に、高用量群で4～12時間後に最高に達した。組織内では   

Tmax付近で肝臓、腎臓、褐色脂肪及び心臓で比較的高濃度に認められた。主な排泄経路   

は糞中であった。尿中からはトルフェンピラドは認められず、代謝物も処理放射能の  

1．0％以下であった。糞中からはトルフェンピラド及び主要代謝物として PT・CA、   

Sul・OH－PT・CA及びOH・PT－CAが認められた。胆汁中からはトルフェンピラドがわず   

かに認められ、主要代謝物としてPT－CA－TA、PT・CA・GA、PT－CA、Sul－OH・PT－CA及   

びCO－PTが認められた。主要代謝経路はトリルオキシ環のメチル基の酸化及びそれに   

続くピラゾール環のエチル基等の酸化、抱合であると考えられた。  

なす、キャベツ及びももを用いた植物体内運命試験が実施されており、トルフェンピ   

ラド、代謝物としてPT・CA、OH－PT、T－CA、T・AM、CA・T－CAハ PCA、OH－T－CA及   

びOH－PAMなどが認められた。  

土壌中運命試験が実施されており、土壌中半減期は好気的条件下で3～5 日、嫌気的   

条件下で127～179日であり、主要分解物はPT・CAであった。滅菌土壌では分解物は認   

められなかった。  

水中加水分解及び光分解試験が実施されており、加水分解性は認められず、光分解試   

験では光分解され、半減期は35．0～35．2時間で、春期における東京（北緯350）の太   

陽光換算で11．3～11．4日であった。  

火山灰軽埴土及び沖積埴壌土を用い、トルフェンピラド及び各種分解物を対象とした   

土壌残留試験（容器内及び圃場）が実施されており、半減期はトルフェンピラドで3～   

34日、トルフェンピラドと分解物PT－CA及びPCAとの合計で3～47日であった。  

野菜、果実及び茶を用いて、トルフェンピラド及び6種類の代謝物（PT－CA、OH－PT   

及びT・CA（キュウリ、トマト、なす、キャベツ、はくさいで分析）、OH－PAM、OH－T－CA   

及びCA－T－CA（なすで分析））を分析対象化合物とした作物残留試験が実施されており、  

トルフェンピラドの最高値は、525～600g ai／haで2回散布し、最終散布1日後に収穫   

したもも（果皮）の22．8mg／kgであったが、3日後及び7日後には、それぞれ16．Omg／kg   

及び8．84mg／kgと減衰した。PT－CAはきゅうりのみから0．03mg／kg以下検出された。   

PT・CA以外の代謝物は全ての条件下で検出されなかった。   

トルフェンピラドの急性経口LD50はラットの雄で86mg／kg体重（オリーブ油）、雌   

で75mg／kg体重（オリーブ油）、マウスの雄で80～100mg／kg体重（オリーブ油）、   

雌で5O～80mg／kg体重（オリーブ油）、経皮LD50はラットの雄で2000mg／kg体重超、   

雌で3000mg／kg体重超、吸入LC50はラットの雄で2．21mg／L、雌で1．50mg／Lであった。   

代謝物PT・CAの急性経口LD50はラットの雄で27．4mg／kg体重（CMC・Na水溶液）、雌   

で15．4mg／kg体重（CMC－Na水溶液）、代謝物OH－PTの急性経口LD50はラットの雌雄   

で30～60mg／kg体重（オリーブ油）であった。   

亜急性毒性試験で得られた無毒性量は、マウスで15．9mg／kg体重／日、ラットで   

0．91mg／kg体重／日未満、イヌで1mg／kg体重／日であった。神経毒性は認められなかった。   

慢性毒性及び発がん性試験で得られた無毒性量は、ラットで0．56mg／kg体重／日、マ  
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クスで2・2mg／kg体重／日、イヌで1mg／kg体重／目であると考えられた。なお、ラットを  

用いた亜急性毒性試験では最低用量群で肝及び腎比重量増加が認められ、無毒性量は  

0．91mg／kg体重／日未満であり無毒性量が得られなかったが、より長期間で実施されたラ  

ット慢性毒性／発がん性併合試験の無毒性量の値が得られていることから、ADIの設定に  

ラット慢性毒性／発がん性併合試験の無毒性量を用いることに特に問題はないと考えら  

れた。   

2世代繁殖試験で得られた無毒性量は、ラットで0．75mg／kg体重／日であると考えられ  

た。   

発生毒性試験で得られた無毒性量は、ラットの母動物で1mg／kg体重／日、胎児で  

3mg／kg体重／日、ウサギの母動物で1mg／kg体重／日、胎児で6mg／kg体重／日であると考  

えられた。いずれも催奇形性は認められなかった。   

遺伝毒性試験は細菌を用いたDNA修復試験、復帰突然変異試験、チャイニーズハム  

スター培養細胞（CHL）を用いた染色体異常試験、マウスを用いた′ト核試験が実施されて  

おり、チャイニーズハムスター培養細胞（CHL）を用いた染色体異常試験で陽性反応が認  

められたが、その他の試験はすべて陰性であった。染色体異常試験での陽性反応は倍数  

体の誘発であり、構造異常の誘発は認められていない。また、十分高用量まで検討され  

た元＝正和小核試験で陰性であったことから、生体にとって特段の問題となるような遺  

伝毒性はないものと考えられた。   

代謝物PT－CA、OH・PT、T－CA、T・AM、CA－T・CA、OH・T－CA、OH・PAM及びPCA  

で細菌を用いた復帰突然変異試験が実施されており、いずれも陰性であった。PT－CA及  

びOH・PTのチャイニーズハムスター培養細胞（CHL／IU）を用いた染色体異常試験及びラ  

ットを用いた小核試験が実施されており、いずれも陰性であった。   

各種試験結果から、農産物の暴露評価対象物質をトルフェンピラド（親化合物のみ）  

と設定した。   

各試験における無毒性量及び最小毒性量は表25に示されている。  
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表25 各試験における無毒性量及び最小毒性量  

動物種   試験   
無毒性量  最小毒性量  

（mg／kg体重／日）   （mg／kg体重／日）   
備考1）   

ラット  90日間亜急性   雄：－   雄：0．91   雄：肝比重量増加  

毒性試験   雌：－   雌：1．01   雌：腎比重量増加  

90日間亜急性   雄：2．7   雄：5．4   雌雄：体重増加抑制  

神経毒性試験   雌：3．2   雌：6．0   （神経毒性は認められない）  

2年間慢性毒性／  雄：0．56   雄：1．50   雄：肝及び腎比重量増加  

発がん性併合試験  雌：0．69   雌：1．85   雌：体重増加抑制  

（発がん性は認められない）  

2世代繁殖試験   親動物及び児動物  親動物及び児動物  親動物  
0．75   1．5   雌雄：摂餌量減少  

児動物  

雌雄：体重増加抑制等  

発生毒性試験   母動物：1   母動物：3   母動物：体重増加抑制  

胎 児：3   胎 児：4．5   胎児：低体重  

（催奇形性は認められない）   

マウス  90日間亜急性   雄：15．9   雄：46．2   雌雄：肝比重量増加等  

毒性試験   雌：20．2   雌：57．9  

18ケ月間   雄：2．2   雄：20．8   雄：体重増加抑制等  

発がん性試験   雌：2．8   雌：27．1   雌：摂餌量減少  

（発がん性は認められない）   

ウサギ  発生毒性試験   母動物：1   母動物：3   母動物：体重減少（のち死亡）  

胎 児：6   胎 児：－   胎児：毒性所見なし  
（催奇形性は認められない）   

イヌ  90日間亜急性   雄：1   雄：5   雌雄：嘔吐等  

毒性試験   雌：1   嘩：5  

1年間慢性   雄：1   雄：5   雌雄：T．Chol及びリン脂質  

毒性試験   雌：1   雌：5   減少   

1）備考には最小毒性量で認められた毒性所見の概要を示した。  

－：無毒性畳または最小毒性畳は設定できなかった  

食品安全委員会農薬専門調査会は、各試験の無毒性量の最小値はラットを用いた2年間  

慢性毒性／発がん性併合試験の0，56mg／kg体重／日であったことから、これを根拠として、  

安全係数100で除した0．0056mg／kg体重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。  

0．0056mg／kg体重／目  

慢性毒性／発がん性併合試験  

ラット  

2年間  

混餌投与  

0．56mg／kg体重／日  

100  

ADI  

（ADI設定根拠資料）  

（動物種）  

（期間）  

（投与方法）  

（無毒性量）  

（安全係数）  
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＜別紙1：代謝物／分解物略称＞  

略称   化学名   

CA－T－AM   4一（4－カルバモイルフエノキシ）安息香酸   

CA－T－CA   4，4’－オキシジ安息香酸   

CA－T－NH2   4－【4一（アミノメチル）フエノキシ】安息香酸   

CO－PT   3－アセチルー4・クロロー1－メチルー〃【4－b－トリオキシ）ベンジル】ピラゾールー5－  

カルポキサミド   

CO－PT－CA   4－【4－【（3－アセチルー4－クロロ十メチルピラゾールサイル）カルポニルアミ  
ノメチル】フエノキシ】安息香酸   

DM－PT   4－クロロー3－エチルーⅣ－【4－b－トリルオキシ）ベンジル】ピラゾールー5－カルポ  

キサミド   

OH－PT   4－クロロー（1－ヒドロキシエチル）十メチルー〃－【4－b－トリルオキシ）ベンジ  

ル】ピラゾールー5－カルポキサミド   

OH－PAM   4－クロロー3－（1－ヒドロキシュチル）－1－メチルピラゾールー5－カルポキサミド   

OH－PT－CA   4－［4一【【4－クロロ甘（1－ヒドロキシエチル）－1－メチルピラゾールー5・イル］カル  

ボニルアミノメチル】フエノキシ】安息香酸   

OH－PT－OH   4－クロロー3－（1－ヒドロキシュチル）－JV－【4－【4－（ヒドロキシメチル）フエノキシ】  

ベンジルト1－メチルピラゾールー5－カルポキサミド   

OH－T－CA   4－【4－（ヒドロキシメチル）フエノキシ】安息香酸   

OH－T－OH   ビス［4－（ヒドロキシメチル）フェニル】エチル   

PCA   4・クロロー3－エチルー1－メチルピラゾールー5－カルポン酸   

PT－CA   4・【4－【（4－クロロー3－エチルー1－メチルピラゾールーかイル）カルポニルアミノ  

メチル］フエノキシ】安息香酸   

PT－CA－GA   PT－CAのグルクロン酸抱合体   

PT－CA－Me   4－【4一【（4－クロロー3－エチルー1－メチルピラゾールー5－イル）カルポニルアミノ  

メチル】フエノキシ】安息香酸メチル   

PT－CA－TA   2・【4－【（4・クロロー3－エチルー1－メチルピラゾールー5－イル）カルポニルアミノ  
メチル】フエノキシ】フェニルカルポニルアミノ】エタンートスルホン酸   

PT－CHO   4・クロロー3－エチルーJV－【4－（4－ホルミルフエノキシ）ベンジル】－1－メチルビラ  
ゾールサカルポキサミド   

PT－OH   4－クロロー3－エチルー」V－【4－r4－（ヒドロキシメチル）フエノキシ】ベンジル】一1－メ  

チルピラゾールー5－カルポキサミド   

PT（A）－40H   4－クロロー3－エチルー」Ⅴ－（4－ヒドロキシベンジル）－1－メチルピラゾールー5－カル  

ボキサミド   

T－AM   4－b－トリルオキシ）ベンズアミド   

T－CA   4一也－トリルオキシ）安息香酸   

Sul－OH－PT－CA  4－【4－【【4－クロロートメチルー3－（1－スルフォキシエチル）ピラゾールー5イル］カル  

ボニルアミノメチル］フエノキシ】安息香酸  
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く別紙2：検査値等略称＞  

略称   名称   

A／G比   アルブミン／グロブリン比   

ai   有効成分量   

Alb   アルブミン   

ALP   アルカリフォスファターゼ   

AST   アスパラギン酸アミノトランスフエラーゼ   

ALT   アラニンアミノトランスフエラーゼ   

BUN   血液尿素窒素   

Cmax   最高濃度   

Eos   好酸球数   

Glu   血糖（グルコース）   

LC50   半数致死濃度   

LD50   半数致死量   

lLlCH 平均赤血球血色素量   

MCHC   平均赤血球血色素濃度   

MCV   平均赤血球容積   

P   無機リン   

Retic   網状赤血球数   

Seg   分葉核好中球数   

Tl／2   半減期   

TAR   総処理放射能   

T．Chol   総コレステロール   

TG   トリグリセリド   

Tmax   最高濃度到達時間   

TP   総蛋白質   

TRR   総残留放射能   

WBC   白血球数   

γ・GTP   γ－グルタミルトランスペプチダーゼ   
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＜別紙3：作物残留試験成績＞  

残留値（mg／kg）  
作物名   試験   

実施年度   圃場数  剤型  使用量  回数  pHI  トルフェンピラド  代謝物PT・CA  

最高値  平均値  最高値  平均値   
だいこん  

（露地・根部）  2   EC   300   2   
14  0．03  0．02  

1997年度  
21  0．03  0．01  

だいこん  

（露地・楽部）  3   
EC  195′－－300  2   14  5．37  3．03  

1996・1997年度  
21  2．09  1．39  

かぶ  7  0．29  0．18  

（施設・根部）  2   
EC  300～375  2  14  0．18  0．13  

2003年度  
21  0．11  0．05  

28  0．07  0．03  

かぶ  7  19．7  13．1  

（施設・楽部）  2   
EC  300′－－375  2  14  5．83  4．79  

2003年度  
21  1．89  0．84  

28  0．50  0．22  

はくさい  

（露地・茎葉）   2   
EC  300′・－375  2   14   0．14   0．11   ＜0．02   ＜0．02   

1997年度  
21   0．09   0．05   ＜0．02   ＜0．02   

キャベツ  

（露地・葉球）   2   EC   300   2   

14   0．08   0．04   ＜0．02   ＜0．02   

1997年度  
21   0．04   0．02★   く0．02   ＜0．02   

ブロッコリー  3  0．51  0．44  

（露地・花蕾）  2   EC   300   2  

7  0．27  0．21  

2002年度  
14  0．16  0．09  

21  0．11  0．05☆  

2  3  1．48  1．14  
レタス  2   7  1．98  1．35  

（施設・茎葉）   2  EC  225～300  2  14   0．82   0．69   
2002年度   2  21  0．72  0．51  

28  0．25  0．20   
リーフレタス  14  5．39  5．14  

（露地・茎葉）  EC  120～225   2  21  1．83  1．62  
2003年度   28  0．88  0．76  

リーフレタス  

（露地・茎葉）  2   EC   300   2   
14  1．06  0．84  

2005年度  
28  0．01  0．01★  

サラダ菜  7  8．55  5．96  

（施設・茎葉）  2   EC  225～300   2  

14  2．31  1．87  

2004年度  
21  0，69  0．25  

28  0．06  0．03  

ねぎ  3  1．77  1．25  

（露地・茎葉）  2   EC  225～300  2  
7  0．86  0．55  

2002年度  
14  0．39  0，28  

21  0．18  0．10  

トマト   0．37   0．33   く0．02   ＜0．02   

（施設・果実）  2   EC   300   2   3   0．48   0．37   ＜0．02   ＜0．02   

1997年度  7   0．47   0．34   ＜0．02   ＜0．02   

トマト  7  

（施設・果実）  2   EC  300～480  2   14  

2000・2001年度  21  

28   

ミニトマト  

（施設・果実）  2   EC   150   2   7・8  

2005年度  14・15   

ミニトマト  

（施設・果実）  2   EC   150   2   7  

2006年度  14   

ピーマン  

（施設・果実）  2   EC  300～375   2   3  

2002年度  7   
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なす   
0．68   0．58   ＜0．02   ＜0．02   

2   EC  300ヘノ450  2   3  0．58  0．45  ＜0．02  ＜D．02  
（施設・果実）  

7  0．16  0．14  ＜0．02  ＜0．02   
1997年度  

0．47  0．26  
なす  

3  0．53  0．22  
（施設・果実）  2   SC  300   2   7  0．05  0．05☆  

2004年度  21  ＜0．05  ＜0．03  

きゆうり   0．30   0．21   0．02   0．02☆   

（施設・果実）  
3   EC   300   2   3   0．08   0．05   0．03   0．02★   

1996年度  7   0．01   0．01☆   ＜0．02   ＜0．02   

1997年度a  
0．31  0．19  

きゆうり  3  0．14  0．08  
（施設・果実）  2   SC   300   2   7  0．04  0．02☆  

2004年度  21  ＜0．01  く0．01  

すいか  ＜0．01  ＜0．01  

（施設・果肉）  2   EC   300   2   3  ＜0．01  ＜0．01  

2001年度  
7  ＜0．01  

すいか  ＜0．01  

（施設■果肉）  2   SC   300   2   3  ＜0．01  

2004年度  
7  ＜0．01   

さやえんどう  0．60  

（施設・さや）  2   SC   450   2   3  0．82  

2004年度  
14  0．08   

みかん  0．02  

（施設・果肉）  2   SC  600～750  2   3  0．02  

2001年度  
7  0．03   

みかん  6。17  

（施設・果皮）  2   SC  600～750  2   3  7．11  

2001年度  
7  5．80   

温州みかん  
＜0．01  

（施設・果肉）  2   SC  450～675   2   3  ＜0．01  

04年度  
7  く0．01   

温州みかん  
3．32  

（施設・果皮）  2   SC  450～675   2   3  4．08  

7  3．53   
2004年度  

夏みかん  
0．06  

（露地・果肉）   2   SC   750   2   3  0．06  

7  0．07   
2002年度  

夏みかん  
2．21  

（露地・果皮）   2   SC   750   2   3  2，59  

7  3．44   
2002年度  

夏みかん  
0．78  

（露地・果実）   2   SC   750   2   3  0．93  

7  1．09   
2002年度  

ゆず  
0，42  

（露地・果実）  SC   750   2   3  0．57  

7  0．39   
2001年度   

かぼす  0．61  

（露地・果実）   SC   960   2   3  0．59  

2001年度  
7  0、03   

なし  14  0．93  
（露地・果実）  2   SC  525へ′600  2  21  0．69   

2000年度  

もも  0．04  

2   SC  525～600  2   3  0．03  （無袋・果肉）  
7  0．02   

2002年度  

もも  
22．75  

（無袋・果皮）   2   SC  525～600  2   3  16．01  

2002年度  
7  8．84   

1．56  
ネクタリン  

3  1．49  
（果実）  2   SC  450～600   2   7  1．11  

2004年度  14  1．02   
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茶  14  7．17  5．67  
（覆下・荒茶）  2   EC  300′－450   21  0．83  0．72  

1997年度  30  0．18  0．14  

茶  14  0．08  0．08  
（覆下・浸出液）  2   EC  300～450   21  0．01  0．01  

1997年度  30  く0．01  ＜0．01  

茶  

（葎下・荒茶）  2   SC   600   
14  13．9  7．92  
28  0．21  0．12★  

2005年度  

茶  

（覆下・浸出液）  2   SC   600   
14  0．49  0．32  
28  く0．01  ＜0．01  

2005年度  

注）ai：有効成分量、PHI：最終使用一収穫間隔日数、EC：乳剤、SC：フロアブル剤   

・一部に検出限界以下を含むデータの平均を計算する場合は検出限界値を検出したものとして計算し、象   
印を付した。  

・全てのデータが検出限界以下の場合は検出限界値の平均に＜を付して記載した。  
・代謝物PT・CAの分析値はトルフェンピラドに換算して記載した。   

換算係数はトルフェンピラド／代謝物PT・CA＝383．9／413．9＝0．93  

a：代謝物については試験圃場数2（1997年度のみ）で実施。  
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く別紙4：推定摂取量＞  

国民平均  小児  妊婦  
高齢者  

残留値  （1～6歳）  

作物名  
（65歳以上）  

hg梗  
仔   摂取量   ff   摂取量   【T   摂取量   lT   摂取量   

だいこん類（根）   0．02   45．0   0．9   18．7   0．37   28．7   0．57   58．5   1．17   

だいこん類（稟）   3．03   2．2   6．67   0．5   1，52   0，9   2．73   3，4   10．3   

かぶ類（根）   0．18   2．6   0．47   0．7   0．13   0．7   0．13   4．2   0．76   

かぶ類（葉）   13．1   0．5   6．55   0．1   1．31   0．3   3．93   1．1   14．4   

はくさい   0．11   29．4   3．23   10．3   1．13   21．9   2．41   29．9   3．29   

きゃべつ   0．04   22．8   0．91   9．8   0．39   22．9   0，92   23．1   0，92   

ブロッコリー   0．44   4．5   0．95   2．8   0，59   46．7   9．81   4．1   0．86   

レタス   5．96   6．1   36．4   2．5   14．9   6．4   38．1   4．2   25＿0   

ねぎ   1．25   11．3   14．1   4．5   5．62   8．2   10．2   11．5   14．4   

トマト   0．73   24．3   17．7   16．9   12．3   24．5   17，9   18．9   13．8   

ピーマン   0．89   4．4   3．92   2   1．78   1．9   1．69   3．7   3．29   

ナス   0．58   4．0   2．32   0．9   0．52   3．3   1．91   5．7   3．31   

きゆうり   0．21   16．3   3．42   8．2   1．72   10．1   2．12   16．6   3．49   

さやえんどう   0．44   0．6   0．264   0．2   0．088   0．7   0．308   0．6   0．264   

みかん   0．02   41．6   0．83   35．4   0．71   45．8   0．92   42．6   0．85   

なっみかん（果肉）  0．04   0．1   0．004   0．1   0．004   0．1   0．004   0．1   0．004   

なつみかん（′果皮）  2．15   0．1   0．215   0．1   0．215   0．1   0．215   0．1   0．215   

なっみかんの  

果実全体   
0．69   0．1   0．069   0．1   0．069   0．1   0．069   0＿1   0．069   

その他の  
かんきつ   

0．56   2．5   1．4   1．5   0．84   3．5   1．96   2．3   1．29   

日本なし   0．70   5．1   3．57   4．4   3．08   5．3   3．71   5．1   3．57   

もも   0．02   0．5   0．01   0．7   0．014   4   0．08   0．1   0．002   

ネクタリン   1．01   0．1   0．101   0．1   0．101   0．1   0．101   0．1   0．101   

茶   7．92   3   23．8   1．4   11．1   3．5   27．7   4．3   34．0   

みかんの皮   4．19   0．1   0．419   0．1   0．419   0．1   0．419   0．1   0．419   

合計  128．22  58．92  127．91  135．77   

残留値は、申請されている使用時期・使用回数による各試験区の平均残留値のうちトルフェンピラドの最大値を用いた  

（参照 別紙3）。  

「仔」：平成10年～12年の国民栄養調査（参照92－94）の結果に基づく農産物摂取量（g／人／日）  

「摂取量」：残留値及び農産物残留量から求めたトルフェンピラドの推定摂取量（ドg／人／日）  
その他のかんきつにはゆず、かぼすが含まれるが、残留値の最も高かったかぼすの0．56mg／kgを用いた。  

レタスにはレタス、リーフレタス、サラダ菜が含まれるが、残留値の最も高かったサラダ菜の5．96mg／kgを用いた。  
トマトにはトマト、ミニトマトが含まれるが、残留値の最も高かったミニトマトの0．73mg／kgを用いた。  

スイカは全データが検出限界以下であったため摂取量の計算はしていない。  
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